
剰余の定理
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＜剰余の定理＞　整式P（∬）を1次式ズー烏で割ったときの余りは　P（鳥）

匡恒）中）＝が－2∬＋1をズー2で割ったときの余りを求めよ。
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E　整式輿）をズー2で割ると余りが5・∬－3で割ると余りが9である。P（ズ）を（ズー2）（ズー3）で

省叉）ニ（計上）は－りQtXい射す且とみく。
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担］整式夕潮をズ2－3g＋2で割ると余りが－ズ＋4事∬2一触＋3で割ると余りが3gであるo

P佃を∬2－5∬＋6で割ったときの余りを求めよ。
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［司　整式P（∬）を（ズー1）2で割ると余りが4ズー5・…2で割ると余りが－4である。このとき，

タ（∬）を（ズー1）貿∬＋2）で割ったときの余りを求めよ。
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